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リ
ス
採
取
と
ラ
イ
ブ
解
説
を
行
な
っ
た
。

前
夜
の
雨
で
水
没
し
た
も
の
の
、
ポ
ン
プ

で
排
水
し
な
が
ら
の
調
査
と
な
っ
た
。
３

年
前
に
借
り
る
ま
で
は
移
植
体
系
の
稲
作

が
長
年
行
な
わ
れ
て
い
た
圃
場
で
、
一
昨

年
に
乾
田
直
播
、昨
年
と
今
年
は
大
豆「
タ

マ
ホ
マ
レ
」
を
作
付
け
し
て
い
る
。
作
土

は
10
㎝
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
深
さ
60
㎝

ま
で
は
細
い
根
が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
深
さ
30
㎝
以
下
に
は

地
下
水
の
上
下
動
に
よ
っ
て
で
き
る
管
状

の
鉄
サ
ビ
が
多
く
見
ら
れ
、
水
は
け
の
良

い
圃
場
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
日
は
、ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し
て
、

㈲
田
中
農
場
の
代
表
取
締
役
の
田
中
里
志

氏
か
ら
、
同
農
場
の
経
営
概
要
に
つ
い
て

情
報
提
供
が
あ
り
、
そ
の
後
の
情
報
交
換

会
は
深
夜
ま
で
続
い
た
。

翌
24
日
は
、
八
頭
町
内
の
私き
さ

都い
ち

川
流
域

の
河
岸
段
丘
に
あ
る
田
中
農
場
の
ネ
ギ
作

付
け
圃
場
で
調
査
を
行
な
っ
た
。
海
抜
は

約
70
ｍ
。表
層
30
㎝
に
黒
い
土
層
が
あ
り
、

そ
の
下
に
灰
色
の
層
、
硬
い
層
、
黒
泥
層
、

グ
ラ
イ
層
が
続
き
、
長
年
の
有
機
物
の
投

入
に
よ
り
、
元
々
の
灰
色
の
土
が
黒
く
変

わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
72
～
75
年
の
基
盤

整
備
で
造
成
さ
れ
て
以
来
、
同
農
場
が
行

な
っ
て
き
た
土
づ
く
り
の
成
果
が
そ
の
ま

ま
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

今
回
の
調
査
を
終
え
て
、
以
前
に
採
取

し
た
７
本
の
モ
ノ
リ
ス
に
、
２
本
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
た
。
土
壌
断
面
調
査

の
結
果
を
農
業
経
営
に
ど
う
活
か
す
の
か

を
模
索
し
な
が
ら
、
同
会
で
は
断
面
調
査

を
軸
に
据
え
て
、
引
き
続
き
研
修
会
を
企

画
し
て
い
る
。

中
国
四
国
土
を
考
え
る
会
（
薮
内
孝
博

会
長
）
は
、
去
る
８
月
23
日
（
金
）、
24

日
（
土
）
に
夏
期
研
修
会
を
開
催
し
た
。

鳥
取
県
稲
作
経
営
者
会
議
と
共
催
し
た
こ

と
か
ら
、
会
員
の
ほ
か
に
鳥
取
県
内
の
稲

作
経
営
者
も
参
加
し
、
40
名
余
り
の
研
修

会
と
な
っ
た
。
同
会
で
は
、
２
０
１
７
年

春
以
降
、
土
壌
学
の
専
門
家
を
招
き
、「
土

中
環
境
は
モ
ノ
リ
ス
で
見
て
知
る
」
を
テ

ー
マ
に
土
壌
断
面
調
査
を
岡
山
で
２
回
、

島
根
、山
口
で
そ
れ
ぞ
れ
行
な
っ
て
き
た
。

５
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
鳥
取
県
内
の

２
カ
所
で
穴
を
掘
り
、
調
査
し
た
。

初
日
は
、
岩
美
町
の
蒲
生
川
の
三
角
州

に
あ
る
海
抜
10
ｍ
以
下
の
薮
内
会
長
の
水

田
に
て
、
農
研
機
構
・
農
業
環
境
変
動
研

究
セ
ン
タ
ー
の
前
島
勇
治
氏
が
、
故
・
大

倉
利
明
氏
の
遺
志
を
継
い
で
、
土
壌
モ
ノ
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　東 光弘氏

中国四国土を考える会   夏期研修会
土壌断面調査から読み解く土づくり

～よう来んさった、鳥取編～

▲

8月23日、24日
　（鳥取県岩美町・鳥取市、八頭町）

土壌断面を囲んでの集合写真

薮内孝博会長の圃場で調査

情報提供は㈲田中農場の田中
里志代表取締役

今回観察した土壌断面。右は岩美町の薮内会長の海抜10ｍ以下
の水田。左は田中農場の有機物投入による土づくりを長年行な
ってきた八頭町のネギ作付け圃場

土壌断面調査のライブ解説の
講師は前島勇治氏


